
県 協 ニ ュ ー ス2023年５月発行（1） 第42号

NTT労働組合退職者の会
福 島 県 支 部 協 議 会
福島市山下町5-10　TEL.024-534-1144

発行責任者●伏 見 吉 弘
印刷●陽光社印刷株式会社

42

備えあれば
憂いなし

い
つ
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
自
然
災
害
に
備
え

　「
火
災
共
済
」＋「
自
然
災
害（
大
型
タ
イ
プ
）」を

　

二
〇
一
七
年
～
二
一
年
ま
で
の
五

年
間
で
、
震
度
四
以
上
の
地
震
発
生

が
二
〇
八
件
、
災
害
級
の
台
風
・
集

中
豪
雨
が
三
八
件
発
生
し
、
未
曽
有

の
災
害
を
も
た
ら
し
て
お
り
ま
す
。

　

自
然
災
害
に
対
す
る
「
自
助
」
と

し
て
の
「
備
え
」
が
こ
れ
ま
で
に
も

増
し
て
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
災
害
共
済
に
加
入
を

　

二
〇
二
一
年
二
月
に
発
生
し
た
福

島
県
沖
地
震
の
際
に
は
、
一
四
五
名

か
ら
の
申
請
に
対
し
、
一
三
一
名
が

受
理
さ
れ
、
共
済
金
が
支
払
わ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
残
念
な
こ
と
に
被

災
者
の
中
に
は
、
火
災
共
済
に
は
加

入
し
て
い
た
が
、「
自
然
災
害
共
済
」

に
は
加
入
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

給
付
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
例
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
自
然
災
害
共
済
」
の
「
大
型
タ
イ

プ
」
は
「
標
準
タ
イ
プ
」
と
比
較
し
て

掛
け
金
の
違
い
は
少
な
い
が
、

共
済
金
の
差
が
大
き
い
こ
と

を
改
め
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ま
で
災
害
に
実
際
遭

わ
れ
た
方
々
か
ら
は
「
共
済

金
の
お
陰
で
立
ち
直
る
こ
と

が
出
来
た
。
ま
だ
加
入
さ
れ

て
い
な
い
方
に
は
是
非
加
入

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
た
い
」

と
の
声
が
届
い
て
い
ま
す
。

資
料
は
５
月
29
日

�

以
降
自
宅
に
発
送

　

電
通
共
済
加
入
促
進
の
資

料
（
黄
色
の
封
筒
）
は
五
月

二
九
日
に
ご
自
宅
宛
て
発
送

さ
れ
て
い
ま
す
。
到
着
し
た
ら
必
ず

開
封
し
、
加
入
し
て
い
る
内
容
を
良

く
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
の
口

数
と
共
済
金
を
試
算
さ
れ
、
こ
の
機

会
に
不
時
の
災
害
に
対
応
で
き
る
備

え
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
申
込
・

変
更
〆
切
は
七
月
二
八
日
で
す
。

契
約
内
容
確
認
シ
ー
ト
で

�

契
約
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

　

同
封
の
「
ご
契
約
内
容
確
認
シ
ー

ト
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害

へ
の
備
え
が
し
っ
か
り
出
来
て
い
る

か
ど
う
か
、
自
身
の
契
約
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

写
真
・
川
柳
に
応
募
し
て

�

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
も
ら
お
う

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
る
「
写
真

＆
川
柳
」
募
集
の
チ
ラ
シ
が
入
っ
て

い
ま
す
。
奮
っ
て
応
募
し
ま
し
ょ
う
。

生協グループ電話番号（組合員専用のフリーダイヤル）

電通共済生協グループコールセンター
フリーダイヤル  0120-211-114

生命／火災・自然災害／交通災害共済に関するお問い合わせ　　…ガイダンスで「※１」
マイカー共済に関するお問い合わせ　　　　　　　　　　　　　…ガイダンスで「※２」
医療・傷害〈Myセーフティ〉／まもるくんに関するお問い合わせ�…ガイダンスで「※３」

受付時間／AM９：00～PM５：30（土・日・祝日を除く）

災害時の緊急連絡先が生協システムに登録

　これまで会員の皆様にお願

いした「会員動向調査」は、

災害発生時における緊急連絡

先として使用させて頂いてお

ります。

　被災時に本人と連絡が取れ

ない場合、別居されているご

家族の連絡電話番号（携帯電

話が望ましい）が必要になっ

てきます。しかし、それを記

入されていない場合、実際災

害が発生した際に本人と連絡

を取ることが極めて困難にな

ります。そのことが共済金の

早期給付の足かせとなり、給

付までかなりの期間を要して

しまいます。そのため緊急連

絡先を生協システムに登録し、

管理することになりました。

　以上のことから各地区協よ

り全会員に対して調査依頼が

ありますので、システム登録

の趣旨を十分ご理解いただ

き、提出にご協力くださるよ

うお願い致します。

トルコ・シリア大地震緊急支援カンパ報告
温かいご協力ありがとうございました

【４月12日現在の金額です】

　２月６日に発生

したトルコ・シリ

ア大地震は、死者

５万人を超えると

いう甚大な被害を

もたらし、私達退

職者の会は NTT

労組と連携し、カ

ンパ活動に取り組

みました。

　これまでの各地

区協の取組みに感

謝申し上げます。

組織カンパ 個人カンパ
地区協 金額 人数 金額
福　島 0 71 196,000
二本松 12,300 0 0
郡　山 10,000 0 0
須賀川 10,000 0 0
白　河 13,400 0 0
石　川 70,000 0 0
三　春 10,000 3 11,000
会　津 50,000 0 0
いわき 30,000 0 0
南相馬 30,000 0 0
相　馬 23,000 0 0
計 258,700 74 207,000
合　計 465,700円

「契約内容確認シート」で、契約内容をＣＨＥＣＫ！
５月29日に資料発送　新規申し込み・変更〆切は７月28日

黄色の封筒 が届いたら、先ずは開封を！
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会
員
紹
介

コ
ー
ナ
ー

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
は
落
ち
着
き
つ

つ
あ
る
こ
と
か
ら
、
五
月
十
八
日
、

二
本
松
市
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
第
三
回
（
拡
大
）
地
区
協
代

表
者
会
議
を
対
面
方
式
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

主
な
協
議
事
項
は
次
の
通
り

一
、
北
海
道
・
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

報
告

　

１
．
第
26
回
参
議
院
選
挙
の
総
括

に
向
け
て

　

２
．
生
協
シ
ス
テ
ム
へ
の
既
会
員

の
緊
急
連
絡
先
登
録

　

３
．
共
済
加
入
促
進
の
取
組
み

二
、
第
25
回
総
会
開
催
と
50
周
年
記

念
行
事
に
つ
い
て

　
　

総
会
開
催
日
は
10
月
30
日
と
し
、

終
了
後
退
職
者
の
会
結
成
50
周
年

記
念
行
事
を
実
施

三
、
第
20
回
統
一
地
方
選
挙
に
つ
い

て

　
　

福
島
県
議
選
の
告
示
日
は
11
月

２
日
、
投
票
日
は
11
月
12
日
に
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
県
グ
ル
ー
プ
連
絡

会
は
、
五
期
目
を
目
指
す
福
島
選

挙
区
の
高
橋
秀
樹
君
（
現
四
期

目
）
い
わ
き
選
挙
区
の
古
市
三
久

君
（
現
四
期
目
）
の
推
薦
を
決
定

し
ま
し
た
。

四
、
事
務
局
次
長
の
承
認

　
　

空
席
に
な
っ
て
い
た
事
務
局
次

長
に
、
福
島
地
区
協
議
会
か
ら
赤

井
善
男
君
が
選
出
さ
れ
、
本
会
議

に
お
い
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新事務局次長
赤井　善男

四
季
の
花
々
を
育
て

　 

鑑
賞
す
る

�

二
本
松
地
区
協
議
会
　
石
井
ト
ヨ
子

　

私
は
花
が
大
好
き
で
、
自
宅
の
周

り
は
四
季
の
花
に
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
は
芝
桜
が
満
開
を
迎
え
、
庭
の

石
垣
や
玄
関
先
を
埋
め
、
更
に
ク
リ

ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
・
ミ
ヤ
コ
ワ
ス
レ
・

ツ
ツ
ジ
・
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
・
ネ
モ
フ
ィ

ラ
が
見
頃
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
初
夏
を
迎
え
る
と
シ
ャ
ク
ヤ
ク

等
の
花
が
咲
い
て
き
ま
す
。

　

退
職
す
る
ま
で
は
何
も
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
十
数
年
前
か
ら

庭
造
り
を
始
め
ま
し
た
。
今
で
は
自

分
で
も
分
か
ら
な
い
ほ
ど
沢
山
の
種

類
の
植
物
が
あ
り
ま
す
。

　

元
々
農
家
だ
っ
た
の
で
約
二
百
八

十
坪
と
い
う
広
い
畑
が
あ
り
、
そ
こ

に
花
を
植
え

て
い
た
ら
こ

ん
な
ふ
う
に

な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

井
戸
が

あ
っ
た
た

め
、
水
に
は

老人ホーム慰問で10名の仲間とそばを打つ ３段の認定を受けた菅野さん

【福　島】
□鈴木　輝雄
□荒井　　聡
□木村佐智枝
□斎藤　修一
□菅野　　潔
□羽田　和紀
□青田　広志
□浅井　光次
□相澤　雅宏
□安部　喜博
□佐藤　勝弘
□清水　正寿
□鈴木　裕行
□寺島　幸男
□西村　芳夫
□半澤　力蔵
□山田　俊昭
□安斎　信男

【二本松】
□服部　久夫
【郡　山】
□酒井登美子
□太田　耕二
□池田　一弘
□遠藤　拓郎
□田村　昌三
□野澤　尚貴
【石　川】
□台野　宏之
【三　春】
□後藤　　修
【会　津】
□鵜川　利一
□君島　三男
□金子　茂三
□佐藤庄一郎
□関　　広明
□高橋　　信

【いわき】
□関場　こと
□横山　美広
□坂本　泰弘
□鈴木　浩一
□富澤　邦光
【転入者】
南関東から
会津地区協へ
□櫛田　榮生

〔合計39名〕

新しい会員をご紹介します
（2022年７月１日～2023年４月１日）

困
ら
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
水
や
り

に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
り
、
大

変
で
す
。

　

自
分
で
買
っ
た
苗
・
種
は
あ
ま
り

多
く
な
く
、
退
職
者
の
方
々
か
ら
頂

い
た
も
の
、
花
が
咲
か
な
い
か
ら
庭

に
植
え
さ
せ
て
（
？
）
と
持
っ
て
き

た
も
の
等
が
多
く
あ
り
ま
す
。
な
ぜ

か
私
の
庭
に
植
え
る
と
花
を
つ
け
る

と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
手
入

れ
は
大
変
で
す
。
必
要
に
応
じ
て
土

も
入
れ
替
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

花
が
咲
く
と
近
所
の
人
、
退
職
者

の
方
々
も
訪
れ
、
駐
車
場
が
お
花
見

の
会
場
の
よ
う
に
な
る
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
、
通
り
す
が
り
の
人
も
楽
し

そ
う
な
様
子
を
眺
め
て
い
き
ま
す
。

　

最
近
手
に
入
れ
た
「
断
崖
の
女

王
」
と
呼
ば
れ
る
「
シ
ン
ニ
ギ
ア
・

レ
ウ
コ
ト
リ
カ
」
が
花
を
つ
け
始

め
、
や
っ
と
外
に
出
せ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

そ
ば
打
ち
は
奥
が
深
い

 

気
が
つ
い
た
ら
七
年
も
修
行
中

�

郡
山
地
区
協
議
会
　
菅
野
　
雄
二

　

退
職
し
て
、
さ
て
明
日
か
ら
何
を

や
る
か
な
？
と
考
え
た
ら
真
っ
暗

…
。
中
学
の
同
級
生
の
集
ま
り
で

〝
そ
ば
打
ち
〟
を
や
っ
て
み
な
い

か
？
と
誘
わ
れ
、
少
し
興
味
も
あ
っ

た
の
で
練
習
し
て
い
る
場
を
見
学
に

行
き
ま
し
た
。
帰
り
に
〝
そ
ば
道
一

式
〟
が
私
の
車
に
積
み
込
ま
れ
、
次

の
例
会
に
持
っ
て
来
て
と
言
わ
れ
た

こ
と
が
事
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

蕎
麦
は
粉
が
必
要
と
す
る
適
正
な

水
を
粉
の
一
粒
一
粒
に
浸
透
さ
せ
、

大変珍しい「断崖の女王」

年
認
定
会
で
、「
延
し
棒
の
転
が
し

か
ら
切
り
ま
で
の
基
本
を
再
チ
ェ
ッ

ク
し
て
」
挑
ん
だ
結
果
、
合
格
で
き

ま
し
た
。
結
果
し
て
、
六
年
か
か
り

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
前
ま
で
の
、
老
人
ホ
ー
ム

の
慰
問
等
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
い
つ
で
も
上
手
に
、
美
味
い
ソ

バ
が
打
て
る
よ
う
に
、
技
術
を
高

め
、
そ
ば
祭
り
や
そ
ば
打
ち
講
習
会

開
催
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

蕎
麦
は
奥
が
深
い
で
す
。
趣
味
と

し
て
お
勧
め
ま
す
。

（
注
１
）
❖
全
国
麺
類
文
化
地
域
間

交
流
推
進
協
議
会
設
立
総
会
（
平

成
五
年
十
一
月
）
❖
第
一
回
全
麺

協
日
本
そ
ば
博
覧
会
（
福
島
県
山

都
町
）「
'94
日
本
新
そ
ば
祭
り
in

会
津
」

　

現
在
は
、
一
般
社
団
法
人　

全
麺

協
と
し
て
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

三
十
分
程
度
で
作
れ
る
大
変
シ
ン
プ

ル
な
料
理
（
そ
ば
作
り
）
で
す
。

　

二
八
蕎
麦
は
、
そ
ば
粉
と
小
麦
粉

と
水
、
十
割
蕎
麦
は
、
そ
ば
粉
と
水

だ
け
。
当
初
五
～
六
回
習
え
ば
ソ
バ

は
作
れ
る
だ
ろ
う
と
安
易
に
考
え
て

い
ま
し
た
。

　

同
好
会
で
は
全
麵
協
（
注
１
）
の

素
人
そ
ば
打
ち
段
位
認
定
制
度
の
初

段
・
二
段
取
得
を
目
標
と
し
て
、
先

輩
に
初
歩
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
や
れ
ば
や
る
ほ
ど
難
し

く
、
月
二
回
の
例
会
と
認
定
会
向
け

の
特
打
を
週
一
回
の
ペ
ー
ス
で
蕎
麦

打
ち
に
来
て
い
ま
す
。

　

二
年
で
二
段
ま
で
取
得
し
ま
し
た

が
、
三
段
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
昨

　

五
月
十
三
日
、
情
報
労
連
福

島
県
協
議
会
が
主
催
し
、
環
境

保
護
を
中
心
と
す
る
社
会
貢
献

活
動
と
し
て
、
一
般
社
会
へ
の

広
が
り
に
繋
げ
る
取
り
組
み
と

し
て
実
施
し
、
三
十
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
「
松
川
浦
環
境
公
園
」

内
で
草
取
り
や
ご
み
収
集

作
業
等
と
「
復
興
・
再
生
、

風
化
防
止
に
向
け
た
学
習

会
」
を
実
施
し
、
県
協
を

代
表
し
て
相
馬
地
区
協
か

ら
四
名
の
仲
間
が
参
加
し

ま
し
た
。

第
三
回（
拡
大
）地
区
協

代
表
者
会
議
を
開
く

「全国環境一斉行動」を実施


